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【本書対応のコントローラー】

SCON-CA/CB/CGB コントローラー

はじめに

本書は、 MECHATROLINK-Ⅲ仕様の下記コントローラー立上げ作業を、より早く・簡単に行うために
作られた資料です。
取扱詳細内容に関しては、別途弊社コントローラー取扱説明書を参照してください。

本書では、MECHATROLINK-Ⅲ仕様のコントローラーSCONシリーズに共通した内容に関して、
RCS4シリーズアクチュエーター＋SCONーCBの外観図・写真を用いて説明します。
また、ツール操作は、IA-OS、パソコンOS環境はWindows10 にて説明します。

●本書では、安川電機社製PLC（MP2300S）と MACHATROLINK-Ⅲマスターユニット
（SVC-01）に、当社PCONを接続する場合を例として、基本的な導入
手順を説明しています。

●設定内容につきましては、条件や用途に合わせて変更をしてください。

●本書に記載されている事柄は、製品の改良にともない予告なく変更させて
いただく場合があります。

●この取扱説明書の内容についてご不審やお気付きの点などがありましたら、
“アイエイアイお客様センターエイト” もしくは、最寄りの当社営業所まで
お問合わせください。

●本文中における会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。
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製番シールコントローラー本体

コントローラーの型式確認

MODEL SCON-CB-100WAI-ML3-2-2
SERIAL No. ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
INPUT
OUTPUT

★

コントローラー本体左側面部分に張り付けられた製番シール“MODEL” 部分にコントローラー型式が
記載されています。この項目★部の記載内容（I/O種類を表示）が “ML3”（MECHATROLINK-Ⅲ
仕様）であるか確認してください。

“ML3”（MECHATROLINK-Ⅲ仕様）
であるか確認
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● 電源コネクター
数量1

型式：MSTB2.5/6-STF-5.08

● システム I/O コネクター
数量1

型式：FMC1.5/4-ST-3.5

● ダミープラグ
数量1

型式：DP-5

● ブレーキ電源コネクター
数量1

型式：MC1.5/2-ST-3.5

● アブソリュートバッテリー
数量1

型式：AB-5

以下の機器を用意してください。

※コントローラーに付属

MECHATROLINK-Ⅲ仕様
SCONコントローラー（型式例：ＳCON-CB-*-*-ML3） 数量1

※アブソリュート仕様の場合
コントローラーに付属

※コントローラーに付属

※コントローラーに付属

※ SCON-CGB/CGAL/LCG
に付属

※アクチュエーターに付属

アクチュエーター （型式例：RCS4-SA7C-***） 数量1

● モーターケーブル / エンコーダーケーブル 数量 各1
型式：CB-***-MA*** / CB-***-P(L)A***

１ 必要な機器の確認（1）
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回生抵抗ユニット

その他周辺機器

お客様準備品
● 24V電源 数量1

☆ 推奨品型式：PSA-24*
● ノイズフィルター 数量1

☆ 推奨品：NF2010A-UP(双信電機)
：NAC-10-472(COSEL)

● クランプフィルター
数量3

☆ 推奨品：ZCAT 3035-1330(TDK)

● サーキットブレーカー 数量1
● 漏電ブレーカー 数量1

※ブレーキ付アクチュエーター接続時必要
※市販の24V電源でも可

※コントローラーの電源容量は接続する
アクチュエーター型式により異なります。
仕様に適合したサーキットブレーカー
および漏電ブレーカーを選定ください。

● ティーチングボックス 数量1
型式：TB-03-*

● パソコン対応ソフト 数量1
型式：IA-OS-USB

※ティーチングボックスとパソコン対応ソフトは
どちらか一方の用意が必要です。

コントローラー設定用ツール

☆の推奨品については、弊社からも購入可能です。

● 回生ユニット
型式：RESU-2

水平 垂直

0個 ~100W ~100W

1個 ~400W ~400W

2個 ~750W ~750W

・回生抵抗ユニットの必要数

※ 右表で必要数量をご確認ください

2 必要な機器の確認（2）
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アクチュエーター

アクチュエーターの配線 p13

コントローラーの配線 p8

PLCから動作させる p44

パソコン

IA-OS
（IA-OS-**）

コントローラーの設定

IA-OSの設定

IA-OSから
（アクチュエーターを）動作させる

p36

p.23

p36

MECHATROLINK-Ⅲの配線

p15DC24V電源

停止/非常停止スイッチ

コントローラー
（SCON）

パソコン

PLC：MP2300S
安川電機
システム統合エンジニアリングツールMPE720

SVC-01

回生抵抗ユニット

3 接続図



p7

２．アクチュエーターの配線

３．PIOの配線

１．コントローラーの配線 p8

p13

p15

STEP１ 配線する
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STEP
３

STEP
１

STEP
２配線する目次

１ コントローラーの配線
電源コネクターの配線

コントローラー／電源コネクター／電線
用意する物

ノイズフィルターは必ず設置してください。
取付けない場合、ノイズによりエラーや誤動作が発生する場合があります。
また、複数台のコントローラーを使用する場合でもノイズフィルターは、SCON 1台 に対して1個接続を
してください。

電源コネクターに配線します。
配線図を見ながら、 ～ の配線をしてください。

電源コネクターの”L1”の端子ねじをマイナスドライバーで緩めて挿込口を開きます。

適合電線 （次頁表を参照）の配線を 7mm程ストリップし、電線を挿込口に挿込みます。

マイナスドライバーで電源コネクター “L1” の端子ねじを締め、挿込口を閉じます。
※手で軽く引張り、抜けない事を確認してください。 (締付トルク0.5～0.6N・m)

同様の手順で下の配線図のように、”L2”、”L1C”、”L2C”、”PE”すべての配線を施した後、
電源コネクターをコントローラー側電源コネクターに挿込み、ねじを締めて固定してください。

1

2

1

3

4

4

3
4

コントローラー

コントローラー側
電源コネクター

配線図 ＜電源回路の接続例＞
ノイズフィルター 注)

接地抵抗100Ω以下
（Ｄ種接地）

サーキット
ブレーカー

コネクターを
奥まで
挿込み

ねじ固定

コントローラー

サージ
プロテクター

L N
AC100/200V
電源

漏電ブレーカー

Ｘ

Ｘ

電源コネクターへの電線挿込み

良い例悪い例

挿込み口

電線

電源コネクター
（型式：MSTB2.5/6-STF-5.08）

端子ねじ

７mm

マイナスドライバー

・ モーター電源（L1 と L2）
・ 制御電源（L1C と L2C）
・ アース（PE）
計5か所を配線します。

1

2
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STEP
２配線する目次

電源コネクターに配線する電線は下記適合電線を使用してください。

電源コネクター用電線の線径

信号名 内 容 適合電線の線径

L1 モーター電源AC入力
2mm2（AWG14）

L2 モーター電源AC入力

L1C 制御電源AC入力
0.75mm2（AWG18）

L2C 制御電源AC入力

NC 未接続

PE 保護接地線 2mm2（AWG14）

コントローラー型式と接続するアクチュエーター型式により、コントローラーの消費電流は異なります。
詳細は“消費電流”で用語検索（PCソフト/ホームページ）してください。

使用する電流量よりも許容電流の大きな電線径を使用してください。
適合電線径よりも細い電線を使用した場合、その許容電流以上の電流を流すと異常発熱します。
その結果、ケーブル被覆の溶融や発火などを生じる恐れがあります。
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1

2

3

システムI/Oコネクターの配線

挿込口

突起部1

2

3

信号名 内 容 適合電線の線径

S1 動作停止スイッチ接続

1.25～0.5mm2（AWG16～20）
S2 動作停止スイッチ接続

EMG+ 動作停止専用電源出力

EMG- 動作停止入力

マイナスドライバー

電線

10mm
ストリップ

マイナスドライバで “S1”端子の突起部を押込み、挿込口を開口します。

納品時に配線されている配線を抜き、下表の適合電線径を満たす電線を10mm ストリップし、
開口部に挿込みます。

マイナスドライバーを突起部分から放します。挿込口が閉じて配線を固定します。
手で軽く引張り、抜けないことを確認してください。

図のようにコネクターの
短絡線（黄色線）を
残します

・ 動作停止スイッチ接続（S1）
・ 動作停止入力（EMG-）

計2か所を配線します。
※ “S2”,”EMG+”は短絡したままにする。

システムI/Oコネクターの配線をします。配線は、付属のシステムI/Oコネクターに配線します。

※コントローラー出荷時は、”S1”端子と”EMG-”端子、
”S2”端子と”EMG+”端子がそれぞれ短絡されています。

システムI/Oコネクター
（出荷時）

システムI/Oコネクター
（型式：FMC1.5/4-ST-3.5）

使用する電流量よりも許容電流の大きな電線径を使用してください。
適合電線径よりも細い電線を使用した場合、その許容電流以上の電流を流すと異常発熱します。
その結果、ケーブル被覆の溶融や発火などを生じる恐れがあります。

S1
S2

EMG-
EMG+
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１

STEP
２配線する目次

下図のように非常停止スイッチ（任意）を取付けます。

コントローラー側
システムI/Oコネクター

SCON
（型式：SCON-CB-*）

システムI/Oコネクターの配線図など詳細については、SCON取扱説明書（MJ0340）の
［第2章 2.1.3 配線 〔3〕アクチュエーター非常停止回路（システムI/Oコネクター）］を

参照してください。

コントローラーのシステムI/O部に、システムI/O配線コネクターを挿込みます。

コントローラー側
システムI/Oコネクター

コネクターを奥まで
しっかりと挿込む

SCON
（型式：SCON-CB-*）

非常停止スイッチ
★（任意）

4

5

S1
S2

EMG-
EMG+
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ブレーキ電源の配線 コントローラー／ブレーキ電源コネクター／電線
用意する物

DC24V
電源

24V

0V
７mm
ストリップ

コントローラー側
ブレーキ電源コネクター

電線

挿込口

ブレーキ電源コネクター
（型式： MC1.5/2-ST-3.5 ）

端子ねじ

コントローラー

配線図 ＜ブレーキ電源の配線＞

アクチュエーターがブレーキ付仕様の場合（型式に”-B”が含まれる場合）、下記ブレーキ用電源配線を
必ず行ってください。

配線は、ブレーキ電源コネクターに配線します。
接続図を見ながら、 ～ の配線をしてください。

マイナスドライバーで端子ねじを緩めて挿込口を開きます。

適合電線 （下記表参照）の配線を 7mm程ストリップし、電線を挿込口に挿込みます。

マイナスドライバーでブレーキ電源コネクターの端子ねじを締め、挿込口を閉じます。
※ 手で軽く引張り、抜けない事を確認します。 （締付トルク0.5～0.6N・m）

同様の手順でもう片方の配線を施した後、ブレーキ電源コネクターをコントローラー側の
ブレーキ電源コネクターに挿込みます。

1

2

3

4

1 4

ブレーキ電源コネクター用電線の線径

信号名 内 容 適合電線の線径

BK PWR + DC24V 電源入力
0.5～1.25mm2（AWG20～16）

BK PWR - DC24V 電源グラウンド

使用する電流量よりも許容電流の大きな電線径を使用してください。
適合電線径よりも細い電線を使用した場合、その許容電流以上の電流を流すと異常発熱します。
その結果、ケーブル被覆の溶融や発火などを生じる恐れがあります。

マイナスドライバー
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STEP
１

STEP
２配線する目次

コントローラー側面

コントローラー／アクチュエーター／モーターエンコーダーケーブル
用意する物

アクチュエーターの配線2
アクチュエーター型式とコントローラー型式の確認

アクチュエーターを接続する前に、コントローラーとの組合せが一致しているかどうか必ずご確認ください。
接続可能なアクチュエーター型式は、コントローラー左側面の製番シールに記載されています。

アクチュエーター側面

コントローラー側 “Actuator” 型式シール

アクチュエーター製番シール内“MODEL”記載の型式

一致

Actuator Type ：
RCS4-SA7C-WA-200-16-300-T2-M-B

RCS4-SA7C-WA-200-16-300-T2-M-B
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STEP
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２配線する目次

モーター・エンコーダーケーブルの配線

モーターケーブルとエンコーダーケーブルを使用して、アクチュエーターとコントローラーを接続します。
以下の接続図を見ながら、 ～ の配線をしてください。

モーターケーブルの白いコネクター（4Pin）を、アクチュエーター側のモーターコネクター（4Pin）
に挿込みます。カチッと音がするまで挿込んでください。

エンコーダーケーブルの白いコネクター（18Pin）を、アクチュエーター側のエンコーダー
コネクター（18Pin）に挿込みます。カチッと音がするまで挿込んでください。

モーターケーブルの緑のコネクターを、コントローラー側のモーター電源コネクターに挿込み、
ねじを締めて固定します。

エンコーダーケーブルの黒いコネクターを、コントローラー側エンコーダーコネクターに挿込みます。
カチッと音がするまで挿込んでください。

1

2

3

4

1 4

＜モーターケーブル、エンコーダーケーブルの接続＞ コントローラー

アクチュエーター

アクチュエーター側
モーターケーブル

アクチュエーター側
エンコーダーケーブル

奥まで
挿込む

奥まで
挿込む

“カチッ”と
音がするまで

挿込む

コネクタを
奥まで

差し込み
ねじ固定

コネクターを
奥まで
挿込み

ねじ固定

モーターケーブル
CB-***-MA***

エンコーダーケーブル
CB-***-P(L)A***

取付け推奨
クランプフィルター
ZCAT3035-1330
（必要に応じて設置）

1

43

2
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STEP
３

STEP
１

STEP
２配線する目次

MECHATROLINK-Ⅲの配線３ コントローラー／
PLC（位置決めユニット）／
PIOフラットケーブル／パルス変換機

用意する物

コントローラー

アクチュエーター

コントローラー

アクチュエーター

コントローラー

アクチュエーター

MECHATROLINK-Ⅲマスターユニット（お客様ご用意）

PLC と SCON 3台の接続

MECHATROLINK-Ⅲケーブル
（お客様ご用意）

PLC

接続例

本書では安川電機製PLCを上位PLCとして、MECHATROLINK-Ⅲマスターユニットと接続する場合の
例をご紹介します。

※ MECHATROLINK-Ⅲでは、
終端処理の必要はありません。

MECHATROLINK-Ⅲ ケ-ブル配線

上流側コネクター

スレーブユニット

RCON-GW(G)-ML3-*
上面図

SCON
MECHATROLINK-Ⅲ仕様

※ マスターユニット側の配線については、
使用する製品の取扱説明書を参照
してください。

※ MECHATROLINK-Ⅲでは、終端処理の
必要はありません。

下流側コネクター

LK2 コネクター

LK1 コネクター
①

➁

LK1

LK2



p16

STEP２ 初期設定をする

２．コントローラーの設定 p23

１．IA-OSの設定 p17
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

コントローラー／パソコン／
IA-OS-CDROM／USBケーブル

用意するもの1 IA-OSの設定
IA-OSのインストール

動作環境（パソコンOS）はWindows10 で説明します。

インストーラーが立上がると、以下のソフトを順次インストールしていきます。
1. NET Framework ※ Windows10 以降では初期搭載のためスキップ
2. IAI Toolbox
3. カリキュレーター
4. 機能安全ユニット 設定ツール
5. USBドライバー（変換器タイプ） ※ インストール済みの場合スキップ
6. USBドライバー（直接接続タイプ） ※ Windows10 以降ではインストール不要のためスキップ
7. IA-OS

なお、インストール作業は 1～7 を実施してください。

インストールガイドの確認

必要なソフトのインストール手順について、下記よりご確認ください。

● インストール方法

URL：www.iai-robot.co.jp/download/q_start/pdf/IA-OS.pdf

● IA-OSアップデート情報

IA-OSのインストール方法は、以下のアドレスより資料をダウンロードできます。

IA-OSの最新バージョン（アップデート）は、当社ホームページよりダウンロードできます。

URL: www.iai-robot.co.jp/download/pcsoft/index.html
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

パソコン側
USBポート

コントローラー
通信ケーブル

接 続 例

３つの部品を接続＝コントローラー通信ケーブル

1 コントローラー通信ケーブルの接続

下図のように、３つの部品を接続します。①

コントローラー通信ケーブルを下記接続図のように接続します。②

コントローラーと IA-OSの通信接続作業

USBケーブル
USB変換
アダプター 外部機器

通信ケーブル
コントローラー側パソコン側

外部機器通信ケーブルUSBケーブル USB変換
アダプター

＋ ＋

型式
CB-SEL-USB030

型式
RCB-CV-USB

型式
CB-RCA-SIO050

コントローラーと接続する際は、以下のケーブルおよび変換アダプター（付属品）が
必要になります。

※ パソコン専用ティーチングソフト RCM-101-USBを接続する際にお使いのケーブルと同じです。

以後、本ケーブルを”コントローラー通信ケーブル” と呼びます。

コントローラー側
SIOポート

パソコン

コントローラー側
コントローラー通信ケーブル接続方法

２つの白矢印を
合わせて挿入

コントローラー

２つの矢印を
合わせて挿入

SIOポート

コントローラー
通信ケーブル

非常停止スイッチ
（任意）

コントローラー”SIO”ポートにコントローラー通信ケーブルを接続する際は、上記赤枠内のとおり
２つの矢印を合わせて、挿入してください。
矢印が合っていない状態で挿込むと、コネクターを破損させる原因になります。
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

コントローラー前面パネルの動作モード設定スイッチを “MANU” 側に切替えます。3

コントローラー通信ケーブル接続後、コントローラー電源コネクター部にコントローラーの電源電圧に合わせて
AC100VもしくはAC200V電源を投入します。

2 コントローラー電源投入

4 IA-OSの起動

“IA-OS”を起動するにはまず、”IAI ツールボックス”を立上げます。

アイコン をダブルクリックし、ソフトウェアを起動します。

①

①
ダブル
クリック

MANU側へ切替える

コントローラー

動作モード設定スイッチ

電源コネクター

コントローラー

AC100V/200V投入

非常停止スイッチ
（任意）

非常停止スイッチ
（任意）



クイックスタートガイド ～SCON MECHATROLINK-Ⅲ仕様～

©2024 ／株式会社アイエイアイ p20

STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

通信方式選択画面が表示されます。 をクリックします。③

通信方式選択 画面

③
クリック

通信ポート選択 画面 が表示されます。
通信ポート選択画面に接続するコントローラーの型式が表示されたら をクリックします。

④

通信ポート選択 画面

④
クリック

通信ポート選択画面にコントローラー型式が表示されない場合は、通信ができていない状態です。
その場合は、コントローラーに接続している通信ケーブルの挿入具合や断線していないかを
確認してください。

IAI ツールボックス 画面が立上がります。画面右上の言語表示が ”Japanese”
であることを確認し、IAI ツールボックス 画面の ”IA-OS”のアイコン をクリックします。

②

IAI ツールボックス 画面

②
クリック

②
確認
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

警告画面が表示されます。 をクリックします。⑥

⑥
クリック

警告 画面

MANU動作モード選択画面が表示されます。
動作モードの設定をし、 をクリックします。

⑦

事例では
アクチュエーター制御方法
→ 「ティーチモード（アプリケーションから動かす）」

セーフティー速度は
→ 「有効（最高速度を制限する）」

をそれぞれ選択します。

⑦
選 択

⑦
選 択

MANU動作モード設定 画面

⑦
クリック

通信確立画面が表示されます。 をクリックします。⑤

⑤
クリック

通信確立 画面

通信確立画面には④で選択した
COM No.に接続している
コントローラーが表示されます
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

IA-OS メイン画面 が開きます。⑧
IA-OS メイン画面

接続しているコントローラーの
ステータスが表示されます。

IA-OS メイン画面のステータス欄に何も表示されない場合は、通信ができていない状態です。
その場合は、コントローラーに接続している通信ケーブルの挿入具合や断線していないかを
確認してください。
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

コントローラー／パソコン／コントローラー通信ケーブル
用意するもの2 コントローラーの設定

コントローラーとIA-OSの接続接 続 例

MECHATROLINK-Ⅲマスターユニット

コントローラー
接続ケーブル

◆1号機 SCON ◆2号機 SCON ◆3号機 SCON

IA-OS

PLC

PLCのデータ長を設定する

『フィールドバス通信速度』 設定
2

MECHATROLINK-3 ネットワーク内各コントローラー（SCON）の
アドレスを設定する

『アドレス（局番）』 設定
1

設定するパラメーターの内容

パラメーター
No. パラメーター名 内 容

5 原点復帰方向 原点復帰方向を設定
62 パルスカウント方向 指令パルスに対してモーターの回転方向を設定
65 電子ギア分子 指令パルス列入力１パルスあたりのアクチュエーターの

単位移動量を決定するためのパラメーター66 電子ギア分母

3

4

IA-OSを用いて、コントローラー（下記接続例ではSCON 1号機～3号機）側の設定を行います。

各コントローラー側で設定する項目は以下 ～ の 4項目です。1 4
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

IA-OS メイン画面

IA-OS メイン画面にあるメニューバーの をクリックします。①

をクリックします。②

①
クリック

②
クリック

パラメーター取得方法選択画面

パラメーター取得方法選択 画面が表示されます。 をクリックします。③

IA-OS メイン画面

③
クリック

IA-OS メイン画面に ユーザーパラメーター編集 画面が表示されます。④

ユーザーパラメーター編集 画面

パラメーターの設定
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

ユーザーパラメーター編集 画面の にチェックを入れます。⑤

⑤
チェック

ユーザーパラメーター編集 画面

ユーザーパラメーター編集 画面

⑥
クリック

⑥
クリック

ネットワーク設定のパラメーターが表示されます。⑦

ユーザーパラメーター編集 画面

右側の をクリックし、 をクリックします。⑥
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

1 『アドレス（局番）』 設定

◆マスター
（MECHATROLINK-Ⅲマスターユニット）

各コントローラーに
アドレスを入力する

①で確認したアドレス（局番）設定値をダブルクリックします。②

マスターユニットに複数台接続する場合、ノードアドレスの重複設定にご注意ください。
詳細はマスターユニットおよび搭載されるPLC の取扱説明書をご参照ください。

パラメーター設定画面

②
入 力

“IA-OS”

アドレス（ノードアドレス）設定値を、以下の図を参考に確認します。①
※ 設定可能範囲：3～239(出荷時は3 に設定されています。)

マスター
ユニット

【ユニットとアドレスの関係】

◆ 1号機 SCON

1号機 SCONの次
◆ 2号機 SCON

◆ 3号機 SCON
2号機 SCONの次

スレーブアドレス：1号機

3

スレーブアドレス：3号機

5

スレーブアドレス：2号機

4

アドレスはデータ量に関係なく1ユニット1アドレスを割り当てます。
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

『フィールドバス通信速度（データ長）』 の設定2

①で確認した ”設定値と同じ数値をパラメーターNo.86 “フィールドバス通信速度” に
入力します。

②

使用するデータ長に合わせるため、下記表より設定値を確認します。①

32 バイトに設定するとサブコマンドは使用できなくなります。

設定値は、“0” もしくは “1” のどちらかを設定ください。
それ以外の値を入力するとパラメーター異常となります。

設定値 データ長 通信速度

0 32 バイト
100 Mbps

1
（出荷時設定値）

48 バイト

“パラメーター”画面IA-OS

②
入 力

パラメーターNo.86 『フィールドバス通信速度』について、設定値を “0” とすることで、通信周期は
マスターユニットに自動追従します。
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

3 原点復帰方向 と パルスカウント方向 の確認

①

ユーザーパラメーター編集 画面

パラメーターNo.5 原点復帰方向 の設定内容を確認します。②

の右側のプルダウンリストから、 を選択します。

ユーザーパラメーター編集 画面

①
選 択
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

ユーザーパラメーター編集 画面

➁
選 択

の右側のプルダウンリストから、 を選択します。③

ユーザーパラメーター編集 画面

パラメーターNo.62 パルスカウント方向 の設定内容を確認します。④

原点復帰方向を変更した場合には、ユーザーパラメーター No.62 パルスカウント方向
も変更してください。パラメーターが各々異なる方向に設定されている場合、 MECHATROLINK-Ⅲ
マスターからの指令座標系と機械座標系の符号が反転します。
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

補 足

原点復帰方向とパルスカウント方向の関係は、次のようになります。

原点復帰方向とパルスカウント方向の関係

IAI製ツール

モーションコントローラー

パラメーターNo.5 原点復帰方向と、パラメーターNo.62 パルスカウント方向は、同じ方向に
設定してください。
出荷時の設定は、原点復帰方向と同じ方向に設定されています。原点復帰方向を変更した
場合には、原点復帰方向に合わせて本パラメーターも変更が必要になります。

原点復帰方向と異なる方向に設定した場合には、PLCからの指令座標系と機械座標系の
符号が反転します。

モーターストレート仕様 モーター折返し仕様

モーターストレート仕様 モーター折返し仕様

モーターストレート仕様 モーター折返し仕様

モーターストレート仕様 モーター折返し仕様
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

4 電子ギア比 の 設定

設定する電子ギア比を決めます。①

電子ギアの設定は、上位機器（PLC）側に単位変換やギア比設定機能がある場合、
本パラメーター1/1に設定し、上位機器側で設定いただくこと推奨します。

パラメーターNo.65 “電子ギア分子”、 パラメーターNo.66 “電子ギア分母” を入力します。②

”ユーザーパラメーター編集“ 画面

②
入 力

電子ギアの設定
事例では、
パラメーターNo.65 → “ 1 （電子ギア分子）”

パラメーターNo.66 → “ 1 （電子ギア分母）”

を設定。

※ 事例では、
・ パラメーターNo.65 → “ 1 （電子ギア分子）”

・ パラメーターNo.66 → “ 1 （電子ギア分母）”
に設定します。

電子ギア比を設定する場合は、次頁 “電子ギアの計算例” を参照ください。



クイックスタートガイド ～SCON MECHATROLINK-Ⅲ仕様～

©2024 ／株式会社アイエイアイ p32

STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

事例：
・ アクチュエーター型式： RCP6-SA7C-WA-56P-16-600-P3-＊

→ アクチュエーターのリード長：16 mm/rev
・ 単位移動量（1パルスあたりのアクチュエーター移動量）： 0.1 mm/pulse

以下の事例を基に算出します。

256
5＝

8192 ［pulse/rev］
16［mm/rev］ × 0.1［mm/pulse］＝

8192
16*10

【計算式】

電子ギア分子（パラメーターNo.65）→ “256”

電子ギア分母（パラメーターNo.66）→ “5”

電子ギアの計算例補 足 1

電子ギア分子
電子ギア分母

エンコーダーパルス数 ［pulse/rev］
リード長［mm/rev］ × 単位移動量［mm/pulse］＝

アクチュエーター機種別のエンコーダーパルス数とリード長については次頁に掲載しています。

電子ギアの設定値は、以下の計算式にて算出します。

● 計算結果は、分数のままとし、出来る限り約分して最小の整数としてください。
● コントローラーシステム上の制約により、分子、分母共に4,096以下にしてください。
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

シリーズ アクチュエーター種別 エンコーダータイプ エンコーダ―パルス数
（pulse/rev）

リード長
[mm/rev]

RCS4
全機種 全タイプ 16384

接続軸型式を確認

RCS3 接続軸型式を確認

RCS2
□□5N

インクリメンタル 2400 接続軸型式を確認

アブソリュート 16384 接続軸型式を確認

SR□7BD インクリメンタル 3072 接続軸型式を確認

GR8（グリッパー：減速比 1/5） インクリメンタル/アブソリュート 16384 72

RT6（ロータリー：減速比1/18） インクリメンタル/アブソリュート 16384 20

RT6R（ロータリー：減速比1/18） インクリメンタル/アブソリュート 16384 20

RT7R（ロータリー：減速比1/18） インクリメンタル/アブソリュート 16384 20

RTC8L（ロータリー：減速比1/18） インクリメンタル/アブソリュート 16384 20

RTC8HL（ロータリー：減速比1/15） インクリメンタル/アブソリュート 16384 24

RTC8HL（ロータリー：減速比1/24） インクリメンタル/アブソリュート 16384 15

RTC10L（ロータリー：減速比1/15） インクリメンタル/アブソリュート 16384 24

RTC10L（ロータリー：減速比1/24） インクリメンタル/アブソリュート 16384 15

RTC12L（ロータリー：減速比1/18） インクリメンタル/アブソリュート 16384 20

RTC12L（ロータリー：減速比1/30） インクリメンタル/アブソリュート 16384 12

上記以外 インクリメンタル/アブソリュート 16384 接続軸型式を確認

ISB
ISDB 全機種

バッテリーレス アブソリュート 131072 接続軸型式を確認

インクリメンタル/アブソリュート 16384 接続軸型式を確認

ISDBCR 全機種

インクリメンタル/アブソリュート

16384 接続軸型式を確認

SSPA 全機種 16384 接続軸型式を確認

ISA 全機種 16384 接続軸型式を確認

ISDA 全機種 16384 接続軸型式を確認

IF 全機種 インクリメンタル/アブソリュート 16384 35

FS HM
インクリメンタル/アブソリュート 16384

40

上記以外 25

RS RS-□-50（減速比 1/50）
インクリメンタル/アブソリュート 16384

7.2

RS-□-100（減速比 1/100） 3.6

NS
S□M□

インクリメンタルタイプ 2400 接続軸型式を確認

アブソリュートタイプ 16384 接続軸型式を確認

上記以外 インクリメンタル/アブソリュート 16384 接続軸型式を確認

LSA
LSAS 全機種 インクリメンタル

擬似アブソ 分解能0.001mm ―

DD
DDA

□18S □18S 131072 360

□18P □18P 1048576 360

アクチュエーター機種別エンコーダーパルス数／リード長一覧参 考
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STEP
１

STEP
２ 初期設定をする目次 STEP

３

以降の調整については、PLCから動作させる場合には
コントローラー前面の動作モード設定スイッチを
AUTO側に戻してください。
MANU側のままの場合、PLCからアクチュエーターを
運転させることはできません。

AUTO側へ切替える

5 パラメーターの転送

ユーザーパラメーター編集 画面

ユーザーパラメーター編集 画面 の をクリックします。①

①
クリック

②
クリック

②
クリック

以下の操作手順で、コントローラーへ編集したパラメーターを転送します。

パラメーター転送確認 画面 情報 画面

③
クリック

③
クリック

情報 画面

ソフトウェアリセット実行確認 画面

以上で、コントローラーの設定は完了です。

ソフトウェアリセット実行確認の画面が表示されます。 をクリックします。
ソフトウェアリセット完了後、情報画面が表示されます。 をクリックします。

③

パラメーター転送確認 画面が表示されます。 をクリックします。
転送完了後、情報画面が表示されます。 をクリックします。

②



p35

STEP３ 動作させる

２．PLCから動作させる p44

１．IA-OSから動作させる p36
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

コントローラー／アクチュエーター／パソコン
通信ケーブル／モーターエンコーダーケーブル

用意する物

以下の手順から、アクチュエーターの動作を行います。動作をはじめる前に、アクチュエーター可動
範囲内に干渉物がないか十分に確認してください。

１ IA-OSから動作させる

1 IA-OSの接続

コントローラー通信ケーブルを下記接続図のように接続します。①

② コントローラー通信ケーブル接続後、コントローラー電源コネクター部に電源（AC100／200V）を
投入します。

電源コネクター

コントローラー

AC100V/200V投入

パソコン側
USBポート

コントローラー
通信ケーブル

コントローラー側
SIOポート

パソコン

コントローラ側
コントローラー通信ケーブル接続方法

２つの白矢印を
合わせて挿入

コントローラー

２つの白矢印を
合わせて挿入

SIOポート

接 続 例

コントローラーSIOポートにコントローラー通信ケーブルを接続する際は、上記赤枠内のとおり
２つの矢印を合わせて、挿入してください。
矢印が合っていない状態で挿込むと、コネクターを破損させる原因になります。
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

2 IA-OSの接続

IAI ツールボックス 画面

クリック

“IAI ツールボックス”から、IA-OSを立上げ、接続します。

コントローラー前面パネルの動作モード設定スイッチを 『MANU』 側に倒します。③

MANU側へ倒す

コントローラー

動作モード設定スイッチ
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

”IA-OS“メイン画面

メイン画面上部の タブ “ポジションデータ” をクリックします。

ポジションデータ編集画面を開く3

①

”ポジションデータ取得方法選択“画面

“ポジションデータ取得方法選択”画面が表示されます。
をクリックします。

③

①
クリック

をクリックします。②

②
クリック

③
クリック

“ポジションデータ編集” 画面が開きます。④
”IA-OS“メイン画面

”ポジションデータ編集“ 画面



クイックスタートガイド ～SCON MECHATROLINK-Ⅲ仕様～

©2024 ／株式会社アイエイアイ p39

STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

ポジションデータ編集画面の切替え

ポジションデータ編集画面は、
「簡易」, 「標準」, 「全項目」, 「カスタマイズ」 の4種類から、表示切替が選択できます。

ポジションデータ編集（全項目）画面

ポジションデータ編集 画面

ポジションデータ編集（簡易）画面

ポジションデータ編集（標準）画面

ポジションデータ編集（カスタマイズ）画面

補 足

いずれかを
選 択

位置データのみ

必要最小限表示

すべて表示

表示させたい項目を選択できます

※ 詳細は、IA-OSのヘルプ機能を確認してください。
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

アクチュエーターのモーターに電源を投入（サーボON）2

サーボON／OFF切替

サーボON！

ポジションデータ編集 画面

アクチュエーターのモーターが、正常にサーボONすると、
サーボON状態のランプ部が緑色に点灯します。

②

をクリックします。①

①
クリック

試運転画面への切替え1

ポジションデータ編集 画面

IA-OSからコントローラーに接続しているアクチュエーターを動かすために、試運転画面へ切替えます。

① ポジションデータ編集 画面の をクリックします。

サーボON ＝（モーター電源ON）

①
クリック

画面が切替わり、試運転の項目が表示されます。②

アクチュエーターの動作確認
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

3 アクチュエーターを原点復帰させる

原点
原点側に動作

原点復帰完了

原点復帰未完了状態ポジションデータ編集 画面

アクチュエーターが原点復帰動作を開始します。③

をクリックします。①

緑色点灯

正常に原点復帰完了すると、原点復帰のランプ部が緑色に点灯します。④
原点復帰完了

アクチュエーターが動きます！

原点復帰動作

確認画面が表示されます。
OKをクリックします。

②
①

クリック

②
クリック

バッテリーレスアブソリュート仕様のアクチュエーターは、原点復帰が完了した状態が保持されます。

原点復帰速度は変更できません。
この速度を大きくすると、アクチュエーター動作部がメカエンドに当たる際の衝撃が大きくなり、
長期的にアクチュエーター機構に悪影響を及ぼす、もしくは原点位置の誤差量が大きくなるなどの
可能性があります。
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

4 アクチュエーターをJOG（ジョグ）動作させる

①

②③

”ポジションデータ編集” 画面

ジョグ速度変更

下図の通り、ジョグ速度は3段階で変更できます。①

①
選 択

原点
（座標０mm）

ストロークエンド側
に動作

ストロークエンド

原点
（座標０mm）

原点側に動作

ストロークエンド

ジョグ動作（プラス方向）

ジョグ動作（マイナス方向）

● 前進をクリックしている間、
ストロークエンド方向に移動します。

● 後退をクリックしている間、
原点方向に移動します。

をクリックすると、アクチュエーターがストロークエンド側に動作します。②

をクリックすると、アクチュエーターが原点方向に動作します。③

②
クリック

③
クリック
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

補足

試運転を行う場合には、ツールバーの［MANU動作モード］で“セーフティー速度”機能の
有効 ／ 無効をご確認ください。
セーフティー速度機能が有効になっている場合は、パラメーターNo.35「セーフティー速度」に設定された
速度で制限がかかってしまう為、ポジションデータに設定された速度通りに動作しない可能性があります。
ポジションデータに設定された速度で試運転を行いたい場合は、以下の手順でセーフティー速度機能を
無効化します。

ツールバーの［MANU動作モード］で 「ティーチモード2」を選択します。

警告画面で「はい（Y）」をクリックします。

セーフティ速度機能が切替わりました。

試運転動作時の速度について

②
クリック

”MANU動作モード” 画面

“警告” 画面

①
選 択

①

②

③
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

２ PLCから動作させる コントローラー／アクチュエーター／パソコン／
通信ケーブル／モーターエンコーダーケーブル／PLC

用意する物

設定パラメーターからの動作確認

1 設定パラメーターを開く

設定パラメーターから動作に必要な信号を強制出力し、動作の確認を行います。

MC-Configuration 画面

①
クリック

MC-Configuration 画面の ワークスペースにある、 をクリックします。①

MC-Configuration 画面に タブが表示されます。➁

MC-Configuration 画面

※ モニターする軸を選択
事例では、軸No.00～03をチェック
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

2 モーターに電源を入れる（サーボオン）

MC-Configuration 画面 設定パラメータの項目にある、 をクリックします。①

MC-Configuration 画面

MC-Configuration 画面

② 使用する軸番号（事例では、Axis0301）の “[Bit:0]サーボオン” 設定欄をダブルクリック
します。

③
選 択

③
クリック

②
ダブル
クリック

③ を選択し、 をクリックします。

①
クリック
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

【サーボON 状態】
モーターに電流が

流れてます

④ [Bit:0]サーボオン がサーボオン状態に切替わります。

⑤ PLC側にてサーボオン状態確認をします。
MC-Configuration 画面、モニタパラメータ 項目の をクリックします。

MC-Configuration 画面

【サーボON 状態】
モーターに電流が

流れてます

⑤
クリック

⑥ “[Bit:1]運転中(サーボオン中)”が
と表示されていることを確認します。
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

3 原点復帰する

①
クリック

MC-Configuration 画面 設定パラメータの項目にある、
をクリックします。

①

② 使用する軸番号（事例では、Axis0301）の “[Bit:1]ビット：1” 設定欄をダブルクリックします。

③ を選択し、 をクリックします。

MC-Configuration 画面

MC-Configuration 画面

②
ダブル
クリック

③
選 択

③
クリック
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

原点
原点側に動作

原点復帰開始

④ “[Bit:1]ビット：1” が ON状態に切替わり、コントローラーにつないでいるアクチュエーターの
原点復帰動作がはじまります。

MC-Configuration 画面

⑤ PLC側にてサーボオン状態確認をします。
MC-Configuration 画面、モニタパラメータ 項目の
をクリックします。

⑤
クリック

⑥ “[Bit:19]Vendor Specific I/O 2” が
と表示されていることを確認します。

【原点復帰完了 状態】
アクチュエーターの
原点復帰が完了

しました
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

⑧
選 択

⑧
クリック

再度 ② で選択した “[Bit:1]ビット：1” 設定欄をダブルクリックします。⑦

⑧ を選択し、 をクリックします。

MC-Configuration 画面

⑦
ダブル
クリック
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

1 テスト運転画面を開く

システム統合エンジニアリングツール MPE720 からPLCを介してテスト運転を行います。

テスト運転による動作確認

マイツールウィンドウ 画面の テスト運転 をクリックします。①

マイツールウィンドウ 画面

テスト運転・警告 画面 が表示されます。 記載内容を確認の上、 をクリックします。②

③ 軸選択 画面が表示されます。 をクリック
します。

①
クリック

テスト運転・警告画面

②
クリック

軸選択 画面

③
クリック
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

軸切替え確認 画面が表示されます。 をクリックします。⑤

動作をさせたい軸（事例では、 ）を選択し、 をクリックします。④

④
選 択

④
クリック

軸選択 画面

軸切替え確認 画面

⑤
クリック

テスト運転 画面が表示されます。⑥
テスト運転 画面
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

テスト運転 画面の をクリックします。①

アクチュエーターがサーボオン状態になります。②

アクチュエーターのモーターに電源を入れる（サーボON）2

以下の手順から、アクチュエーターの動作を行います。動作をはじめる前に、アクチュエーター可動
範囲内に干渉物がないか十分に確認してください。

テスト運転 画面

①
クリック

テスト運転 画面

【サーボON 状態】
モーターに電流が

流れてます
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

3 ジョグ動作

原点
（座標０mm）

ストロークエンド側
に動作

ストロークエンド

原点
（座標０mm）

原点側に動作

ストロークエンド

● 前進をクリックしている間、
ストロークエンド方向に移動します。

● 後退をクリックしている間、
原点方向に移動します。

テスト運転画面の タグを選択し、 をクリックします。①

をクリックしている間、アクチュエーターがストロークエンド側に動作します。③

をクリックしている間、アクチュエーターが原点方向に動作します。④

③
クリック

④
クリック

テスト運転 画面

①
クリック

①
選 択

速度指令値設定画面が表示されます。 速度指令値入力し、 をクリックします。②

②
入 力

②
クリック

速度指令値設定 画面
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

4 ステップ移動

テスト運転画面の タグを選択し、 をクリックします。①

速度指令値設定画面が表示されます。 速度指令値入力し、 をクリックします。②

速度指令値設定 画面

②
入 力

②
クリック

テスト運転 画面

①
クリック

①
選 択

テスト運転画面の をクリックします。③

テスト運転 画面

③
クリック
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

ステップ移動量設定画面が表示されます。 ステップ移動量を入力し、 をクリックします。④

ステップ移動量設定 画面

④
入 力

④
クリック

テスト運転 画面の をクリックします。⑤

テスト運転 画面

⑤
クリック

運転方向設定 画面が表示されます。 運転方向を選択、反復運転の欄を設定したら
をクリックします。

⑥

⑥
選 択

運転方向設定 画面

⑥
設 定

⑥
クリック
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

をクリックすると往復動作を開始します。⑦

テスト運転 画面

⑦
クリック

途中で止める場合は、 をクリックします。⑧
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STEP
３

STEP
１

STEP
２ 動作させる目次

ラダープログラムでの操作方法

安川電機製PLCからMECHATROLINK-Ⅲを使用しアクチュエーターを動かす場合は、ラダープログラム以
外にモーションプログラムも作成する必要があります。
以下にラダープログラムとモーションプログラムの作成の流れを解説し、最後にラダー、モーションプログラムの
一例を記載します。

1 モーションプログラムの作成

マイツールウィンドウ画面で、 モーションプログラムの新規作成をクリックします。①

マイツールウィンドウ 画面

確認 画面

確認画面が表示されるので、 をクリックします。➁

①
クリック

➁
クリック

MPE720のモーションプログラム作成、操作手順については、
安川電機社 マシンコントローラ MP2000・MP3000シリーズシステム統合エンジニアリングツール
MPE720 Ver.7 ユーザーズマニュアル［5.2 モーションプログラム］を参照ください。
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グループ定義 画面が表示されます。 をクリックします。③

グループ定義 画面

③
クリック

※ 事例では、
グループ名と軸定義について
自動で割付いたまま使用します。

プログラム新規作成ウィンドウが表示されます。 プログラム番号 と プログラム名称を設定し、
OK をクリックします。

④

※ 事例では、
・ プログラム番号：MPM001
・ プログラム名称：位置決め動作
とします。

④
クリック

④
入 力

④
入 力

プログラムの新規作成 画面

赤く囲っている部分にモーションプログラムを書込んでいきます。⑤

モーションプログラム編集 画面
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モーションプログラムの例参 考

モーションプログラムの例を以下に示します。
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2 ラダープログラムの作成

マイツールウィンドウ画面で、 ラダープログラムを開くをクリックします。①

マイツールウィンドウ 画面

①
クリック

プログラムの新規作成ウィンドウが表示されます。 プログラム番号 と プログラム名称を設定し、
OK をクリックします。

➁

※ 事例では、
・ プログラム番号：H
・ プログラム名称：位置決め動作用
とします。

➁
クリック

➁
入 力

➁
入 力

プログラムの新規作成 画面

新規ラダープログラムが作成されます。赤く囲っている部分にラダープログラムを書込んでいきます。③

ラダープログラム編集 画面

MPE720のラダープログラム作成、操作手順については、
安川電機社 マシンコントローラ MP2000・MP3000シリーズシステム統合エンジニアリングツール
MPE720 Ver.7 ユーザーズマニュアル［5.1 ラダープログラム］を参照ください。
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ラダープログラムの例参 考

ラダープログラムの例を以下に示します。

●プログラム番号1～4のモーションプログラム（MPM001～MPM004）を呼出します。（0～3行）

●オンディレイタイマーが オンすると，リレー（IB00001）がONします。（4行）

●リレー（IB00001）がONすると、モーションプログラム（MPM001～MPM004）が
スタートします。（5～８行）

モーションプログラム呼出し

オンディレータイマー
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